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Diffusion-limitedaggregation(DLA)モデルによるパターンは,構成粒子数Nと直径R(回
転半径など)の間に
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ソ〃 -2/3 , yl-1/3 - df-2
例2.成長が 形領域に制限されたDLA
y〝 -2/3 , yl-1/2 - df-5/3
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(5)
現段階では,シミュレーションによるDI｣Aパターンだけが議論されているが,結晶成長,異
方的 Viscousfingeringなどの実験系の成長パ ターンにも応用できる｡自己アフィンフラクタル
は,自己相似フラクタルをも含めた概念ゆえに,包括的な議論によって,より広い観点からパ
ターン成長を眺めることが可能である｡
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